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暁烏文庫から見つかった謎の浮世絵
暁烏敏（あけがらす はや）師の文庫コレクションは仏教や文学だけでなく多分野にわたり，美術品も
多数蒐集されています。昨年このコレクション中から「巨匠写楽」と表書きされ化粧箱に納められた浮世
絵15枚が見つかりました。この浮世絵は化粧箱の裏書きから昭和8年7月に師が九州へ旅行した際に大分
で入手したものと思われます。
本資料はいわゆる「写楽」の本物ではなく大正中期の複製品で，モチーフとなった歌舞伎役者の特徴を
独特のデフォルメで表現した「写楽」の大首絵と言われる作品を本物と同様の制作技法と素材を使い忠実
に再現しています。背景に黒雲母を使った黒キラ摺りなども特徴の一つです。
本物との違いは，落款に書かれた「写楽画」の「画」の旁が本物は「田」であるのに対し「由」となっ
ていたり，世界の有名美術館の本物と比較すると微細な部分で相違があります。
いくつかの点で本物との相違点はあるものの，「写楽」の作品を精密に再現した制作技法は，本物と見紛
う出来栄えで巨匠「写楽」の浮世絵を堪能することができます。おそらく暁烏師にもその意図があり入手
したものではないかと推察します。なお，現存する「写楽」の作品は145点余りで，本物は1作品に対し1
点から数点しか残っていません。しかもその多くは海外の
美術館等に所蔵されており，日本国内では，希少な芸術品
となっていることから明治期から複製品が数多く作られた
ようです。この複製品の出典を調査したところ大正中期に
高見沢遠治（たかみざわ えんじ）という浮世絵師が「写
楽」の作品を研究し，江戸時代の制作技法を忠実に再現し
制作したものであることがわかりました。遠治が落款や作
品の数か所に本物との違いを残したのは，浮世絵師として
の「写楽」への尊敬のあらわれと推察します。
（情報サービス課長 酒井量基）
【この浮世絵は暁烏文庫展で展示しました。p.8のトピックスもご覧ください。】
図書館学生ボランティア とぼらニュース
とぼらが『ぶっくとーくかふぇ』を行いました！
12月14日の夕方，中央図書館のブックラウンジで，『ぶっくとー
くかふぇ』と題したイベントを行いました。これは，4人ずつのグ
ループを作って，本に関する3つのテーマにそって話をしてもらう
というもので，当日は15人の本好き大学生が集まりました。参加
者には，それぞれのお薦めの本を持ってきてもらい，本の紹介を交
えた自己紹介や，本に関するこだわり，自分を変えた本，というテー
マで自由に話をしていただきました。
「ほん和かふぇ。」のコーヒーとお菓子を飲食しながらのアット
ホームな雰囲気の中，テーブルの上に用意した白い模造紙は，カラ
フルな文字や絵でいっぱいになっていきました。約2時間のイベン
トでしたが，参加者からは「もっと話したかった」という声もあり，
イベントが終わった後もその場に残って話している姿も見られまし
た。
本が好きな仲間と自由に本について語る場をつくりたい，という
当初の目的は十分達成されたようでうれしく思います。主催したと
ぼらのメンバーも，それぞれ楽しい時間を過ごすことができました。
「楽しかった」「また参加したい」という感想もたくさんいただいた
ので，第2弾の開催についても現在検討中です。
（国際学類3年 牧野美奈子）
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